
【医療施設数・患者数・病床数を都道府県別に比較】 

 

MiSol分析サービスで一番ご利用率が高いのが、診療圏分析となっております。 

最近では病院に関する詳細データの取り扱いをはじめ、医療でも幅広い分野で利用されております。 

各データは 1 年に 1 回には必ず更新しております。毎年必ず最新のデータを基に分析がご利用出来ま

す。 

今回は 2018年 1月時点でのMiSolの医療機関のデータを使って、全国の患者数や病院数・診療所数を

比較し、全国規模で分析した結果を報告いたします。 

 

まず、全国にはどれくらいの病院・診療所施設があるのか。 

病院数 8,423  

診療所数 87,667  

病院に対して、診療所は約 10倍もの数が存在しております。 

 

その中で勤務している医師の数は 

病院_常勤勤務医数 205,423  

診療所_常勤勤務医数 110,915  

合計：316,338人である。 

方やこちらは、病院の施設が少ないにも関わらず多くの医師が勤務しております。 

病院のような大きな規模の場所には、医師の数が多く常勤していることが分かります。 

 

病院には病床数があり、種類別に分けられます。 

  一般病床 893,055  

  療養病床 326,400  

  精神病床 332,189  

  結核病床 5,260  

  感染症病床 1,791  

そして一日平均での各入院患者数を算出し、全国の稼働率を調べました。 

  一般病床 662,288  

  療養病床 276,455  

  精神病床 280,224  

  結核病床 1,911  

  感染症病床 99  

 

稼働率 

  一般病床 74.2% 

  療養病床 84.7% 

  精神病床 84.4% 

  結核病床 36.3% 

  感染症病床 5.5% 

この数値を見ると、現状患者数に対する病床数は足りているということが数値上表れています。 



では、病院では 1日あたりどれくらいの患者が来ているのか。 

病院_1 日平均 外来患者数 1,799,240  

診療所 1 日平均_外来患者数 5,258,969  

合計すると 

1 日平均 外来患者数 7,058,209  

となり、一日に 700万人もの数が、全国の病院や診療所に訪れているということになります。 

 

都道府県別に、勤務医数を表で出したもの一覧にしました。 

 



この一覧の数値から主題図を作成し、都道府県毎に比較致しました。 

 

この図から人口に対して医師の数が多い県は東京、福岡、岡山、徳島、高知であることがわかりま

す。 

意外に人口に対して医師の数が少ない県は、千葉、埼玉、茨城、新潟、青森であることがわかりま

す。この少ない県は医師を増やす必要があります。 

病院および診療所の人口千人当りの勤務医数の主題図は以下となっております。病院と診療所の医師

数が微妙に異なっていることが判ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



こちらは、全国の病院数、診療所数の一覧です。 

 



人口千人当り診療所数は、③（診療所の勤務医数）と同様の傾向があることがわかります。 

 

 

 

 



又、病院の勤務医数に対する診療所の勤務医数の比率から病院に対して診療所の少ない県として北海道、

岩手、宮城、秋田、長野、石川、岡山、高知であることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



病院の病床数に関しての、都道府県毎の数の一覧です。 

 

 

こちらを項目ごとに主題図にして、比較してみました。 

 

 

 



まずは、全国の病床数です。 

東北、関東、甲信越、中部（石川、富山を除く）、関西が少ないことが分かります。 

 

次に病床数を病床種類別に主題図にしました。 



 

総合的に病床数が多い件では、種類別でも多くなっているのが分かります。 

療養の静岡、精神の福島などが多く現れていて、とても面白い結果となっています。 

 

 



こちらは機能別となっております。 

特に、関西、中部（除く．静岡）関東、東北が少ないことがわかります。 



 

 

 

 

 



こちらは一万人当りの入院患者数の種類別一覧と、病院・診療所の患者数の一覧です。 

 



人口 1万人当り病床種類別入院患者数が⑭～⑯です。病床数とほぼ同じ傾向です。 

どこか大きな偏りがあるわけでなく、その地域の需要にマッチした数で運営を行っていることがわかり

ます。 



 

 

人口 1万人当り外来患者数が⑰、病院の外来が⑱、診療所の外来が⑲です。 

 



 

病院外来者数は北海道、四国、甲信越付近に多く集中しているが、診療所外来者数となると逆に少ない

ということがわかります。 

 

 

このように病院や診療所の違いや、病床別などの種類によっても都道府県で差が出ていますので、診療

圏調査はより慎重に行っていくべきことだと思います。 

医療は将来を長い目で見ていく機関となります。その地域がどのような医療が必要なのか、患者はどの

程度いるのかをしっかりと分析し、日本の医療界の活性化に是非役立てて頂きたいと思っております。 


